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危険ブロック塀等撤去改修費補助制度の創設
　地震発生時、ブロック塀等の倒壊は人身への被害はもちろん、散乱した破片が道路をふさぐことで、避難や
救助活動に支障をきたす恐れがあります。
　町では、災害時の被害を最小限に抑えるという減災対策として、道路等に面し、倒壊の恐れのある危険ブ
ロック塀等の撤去や撤去に引き続き安全な工作物等を設置する費用の一部を補助する制度を創設しました。
　町民はもとより、観光される方の生命を確保するため、本制度の趣旨をご理解いただき、災害に強いまちづ
くりにご協力をお願いします。
申請方法　�「箱根町ブロック塀等撤去改修費補助金交付申請書」に必要書類を添えて都市整備課へ持参してく

ださい。申請書は都市整備課で配付しています。
補 助 額　

区　分 補助金の額 上　限

撤
　
去

ブロック塀等
（通学路沿い）

撤去に要する費用（消費税及び地方消費税を除く。）と撤去するブロッ
ク塀等の延長に １メートル当たり１0,000円を乗じて得た額を比較し
て、いずれか少ない額の１0分の9に相当する額

２0万円

ブロック塀等
（通学路沿いを除く）

撤去に要する費用（消費税及び地方消費税を除く。）と撤去するブロッ
ク塀等の延長に １メートル当たり１0,000円を乗じて得た額を比較し
て、いずれか少ない額の２分の１に相当する額

１0万円

改
　
修

安全な工作物等
（通学路沿い）

改修に要する費用（消費税及び地方消費税を除く。）と設置する安全な
工作物等の延長に １メートル当たり２0,000円を乗じて得た額を比較し
て、いずれか少ない額の１0分の9に相当する額

４0万円

安全な工作物等
（通学路沿いを除く）

改修に要する費用（消費税及び地方消費税を除く。）と設置する安全な
工作物等の延長に １メートル当たり２0,000円を乗じて得た額を比較し
て、いずれか少ない額の２分の１に相当する額

２0万円

その他、補助に際して要件がありますので、詳しくはお問い合わせください。�照会先　都市整備課☎８５－9５６６

　
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
虐
待

は
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
認
知
症
や
障

が
い
に
対
す
る
理
解
不
足
、
家
族

の
介
護
疲
れ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
ま
た

地
域
全
体
で
見
守
り
、
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
齢
者
や
障

が
い
者
は
健
や
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
、
万
が
一
の
虐
待
か
ら
も

救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が

 

虐
待
に
な
り
ま
す

　
虐
待
は
大
き
く
５
つ
に
分
か
れ
、

い
く
つ
か
の
虐
待
が
重
ね
て
行
わ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　
暴
力
を
ふ
る
い
体
に
傷
や
痛
み

を
負
わ
せ
る
こ
と
、
身
動
き
が
と

れ
な
い
状
態
に
す
る
こ
と
。

（
例
）
た
た
く
、
蹴
る
、
縛
り
付

け
る
、
無
理
や
り
食
事
を
口
に
入

れ
る

◇
心
理
的
虐
待

　
侮
辱
や
拒
絶
の
言
葉
・
態
度
で
、

精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

（
例
）
怒
鳴
る
、
悪
口
を
言
う
、

子
ど
も
扱
い
す
る
、
意
図
的
に
無

視
す
る
、
心
理
的
苦
痛
を
与
え
る

◇
性
的
虐
待

　
無
理
や
り
（
ま
た
は
同
意
と
見

せ
か
け
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し

た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

（
例
）
人
前
で
お
む
つ
を
交
換
す

る
、
下
着
の
ま
ま
放
置
す
る
、
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
（
さ
せ
る
）

◇
経
済
的
虐
待

　
本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
年

金
、
賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。
ま

た
、
理
由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い

こ
と
。

（
例
）
不
動
産
や
年
金
、
預
金
を

勝
手
に
使
う
、
必
要
な
金
銭
を
渡

さ
な
い

◇
ネ
グ
レ
ク
ト
（
介
護
や
世
話
の

放
棄
）

　
食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ

物
な
ど
の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん

ど
せ
ず
、
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ

と
。

（
例
）
食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴

さ
せ
な
い
、
受
診
さ
せ
な
い

虐
待
の
原
因
の
一
つ
は

 

介
護
疲
れ
で
す

　
介
護
者
の
心
身
の
疲
労
は
、
虐

待
の
主
な
原
因
の
一
つ
で
す
。

　
介
護
は
長
期
に
わ
た
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
「
自
分
（
た
ち
）
で

や
ら
な
け
れ
ば
」
と
、
家
族
だ
け

で
全
て
を
抱
え
こ
も
う
と
す
る
場

合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護

者
の
負
担
が
限
界
に
達
し
た
と
き
、

虐
待
と
い
う
結
果
を
招
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
短
期
入
所
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
で
介
護
者
の
負
担
を
減
ら

し
、
冷
静
に
な
れ
る
時
間
や
休
息

で
き
る
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

「
高
齢
者
虐
待

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」で

 

虐
待
防
止
へ

　

町
で
は
「
高
齢
者
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
け
、
各
関

係
機
関
の
連
携
を
強
化
し
、
高
齢

者
虐
待
防
止
の
支
援
方
法
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
児
童
委
員
、
自
治
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
保
健
福
祉
事
務
所
、

医
療
機
関
、
警
察
署
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
町
な
ど
の
機
関
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
を
上
手
に

 

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
虐
待
を
し
て
い
る
本
人
に
は
、

虐
待
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が

な
い
場
合
が
多
い
で
す
。

　
虐
待
さ
れ
て
い
る
側
も
、
介
護

し
て
く
れ
て
い
る
家
族
を
か
ば
う

こ
と
、
ま
た
、
虐
待
さ
れ
て
い
る

事
実
を
周
囲
に
知
ら
れ
た
く
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
は
、
悩
み

や
心
配
ご
と
を
一
人
で
抱
え
こ
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。
専
門
機
関
や

相
談
窓
口
を
上
手
に
活
用
し
な
が

ら
、
介
護
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。周

囲
の
気
付
き
と
通
報
が

 

み
ん
な
を
救
い
ま
す

　
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲
の
早

期
発
見
が
重
要
で
す
。

　
守
秘
義
務
に
よ
り
、
通
報
者
名

と
そ
の
内
容
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

虐
待
を
発
見
し
た
と
き
や
、
虐
待

か
も
と
い
う
疑
い
を
持
っ
た
と
き

に
は
、
す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
介
護
に

関
す
る
相
談
／
虐
待
の
通
報
先

　
福
祉
課�

☎
８
５
―
７
７
９
０

◆
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
相
談

　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
８
５
―
３
０
０
２

早
期
発
見
と
見
守
り
・
支
援
で

高
齢
者
と

障
が
い
者
を

虐
待
か
ら
守
る

　
忙
し
い
毎
日
に
追
わ
れ
て
い
る

と
、
な
ん
だ
か
疲
れ
て
し
ま
っ
て

少
し
立
ち
止
ま
り
た
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
五
感

を
通
じ
て
自
然
を
味
わ
い
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
く
れ
る
森
林
浴

が
お
す
す
め
で
す
。
し
か
し
、
い

つ
で
も
森
に
出
か
け
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
お
う
ち
で
で
き

る
プ
チ
森
林
浴
体
験
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

香
り
を
楽
し
む
森
林
浴

　
森
で
感
じ
ら
れ
る
木
々
の
香
り

に
は
「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
」
と
い

う
成
分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
森

の
中
が
さ
わ
や
か
な
感
じ
が
す
る

の
は
こ
の
香
り
の
成
分
の
た
め
で
、

森
林
浴
の
効
果
で
あ
る
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
感
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
感
を
も
た

ら
す
と
い
わ
れ
、
そ
の
他
、
消
臭
・

脱
臭
効
果
や
抗
菌
・
防
虫
効
果
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
」
に

よ
る
森
林
浴
効
果
は
、
植
物
の
精

油
を
使
っ
た
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
と

し
て
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
お
す
す
め
の
香

り
は
ウ
ッ
ド
系
の
「
ジ
ュ
ニ
パ
ー

ベ
リ
ー
」
、｢

サ
イ
プ
レ
ス｣

で
す
。

　
専
門
用
語
が
並
ん
で
し
ま
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
「
フ
ィ
ト
ン

チ
ッ
ド
」
の
主
成
分
の
う
ち
「
α

―
ピ
ネ
ン
」
と
い
う
成
分
を
含

む
精
油
で
す
。「
ジ
ュ
ニ
パ
ー
ベ

リ
ー
」
は
き
り
り
と
し
た
シ
ャ
ー

プ
な
香
り
で
す
。
ヒ
ノ
キ
科
の
樹

木
で
、
精
油
は
こ
の
果
実
か
ら
蒸

留
し
て
抽
出
さ
れ
ま
す
。「
サ
イ

プ
レ
ス
」
は
、
和
名
で
は
「
イ
ト

ス
ギ
」
と
呼
ば
れ
、
針
葉
樹
の
森

の
よ
う
な
冴
え
わ
た
る
香
り
で
す
。

ヒ
ノ
キ
科
の
樹
木
で
、
精
油
は
こ

の
枝
葉
と
果
実
か
ら
蒸
留
し
て
抽

出
さ
れ
ま
す
。

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
に
精
油

を
１
～
２
滴
た
ら
し
、
香
ら
せ
た

い
場
所
に
置
く
だ
け
で
手
軽
に
楽

し
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
早
速

取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

執
筆
者　
松
田
あ
き
な

Ｐ
Ｒ
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
新
聞
記
者
、

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー

照
会
先　
森
の
ふ
れ
あ
い
館

�

☎
８
３
―
６
０
０
６

小
田
原
労
働
基
準
監
督

署
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
10
月
は
年
次
有
給
休
暇
取
得
促

進
期
間
で
す
～

　
年
次
有
給
休
暇
は
、
労
働
基
準

法
で
定
め
ら
れ
た
労
働
者
に
与
え

ら
れ
た
権
利
で
す
。
６
ヵ
月
間
継

続
勤
務
し
、
全
労
働
日
の
８
割
以

上
を
出
勤
し
て
い
る
方
に
付
与
さ

れ
、
勤
務
先
に
申
し
出
る
こ
と
に

よ
り
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
勤
続
年
数
、
週
所
定
労
働
日
数

等
に
応
じ
て
年
次
有
給
休
暇
の
付

与
日
数
は
異
な
り
ま
す
）

　
労
働
条
件
に
疑
問
が
あ
る
等
お

困
り
の
際
に
は
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

照
会
先

○�

小
田
原
労
働
基
準
監
督
署
「
労

働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー
」

☎
０
４
６
５
―
２
２
―
７
１
５
１

（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）
※
土

日
祝
・
年
末
年
始
を
除
く

○
労
働
条
件
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
―
８
１
１
―
６
１
０

（
月
～
金
：
17
時
～
22
時
、
土
・

日
：
９
時
～
21
時
）


